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●民生委員・児童委員とは？
　　～地域の推薦を受け、厚生労働大臣から委嘱を受けた
　　　　　　　　　　　　福祉に協力する公的責務を帯びたボランティアです～
　民生委員・児童委員、主任児童委員は、誰もが安心して暮らすことのできる地域社会づくりを目指し、
地域住民の相談相手や、福祉サービスを利用するためのコーディネーターの役割を担っています。相談を
受けた際は、その身上に関する秘密を守ることはもとより、決して自分の物差しでは価値判断せず、個人
の人格や意思を尊重し、相手と対等な立場で相談や支援にあたります。

　民生委員・児童委員の一斉改選が行われ、１６名の方々が就任されました。任期は、令和元年１２月
１日から令和４年１１月３０日までです。

民生委員・児童委員　の一斉改選が行われました

松　原
鎌田　澄子（再任）
☎345-0339

衡　東
関内　京子（再任）
☎345-0239

主任児童委員
碓井　裕子（新任）
☎345-1786

主任児童委員
福島　美佳（新任）
☎345-0335

駒　場
佐藤たみ子（新任）
☎345-1408

奥　田
髙橋　夏子（再任）
☎345-3662

蕨　崎
和泉　善雄（再任）
☎345-1693

衡中北
佐々木玲子（再任）
☎345-2108

衡　下
佐野　泰子（新任）
☎345-0625

大瓜上
佐賀　幸子（再任）
☎345-0067

大瓜下
奥山まき子（再任）
☎345-5552

衡　上
渡邊　修（新任）
☎345-0731

衡　中
松木　庸子（新任）
☎345-5289

衡中東
三浦　栄子（新任）
☎345-1317 

ときわ台
中村けい子（再任）
☎345-6070

大　森
文屋　純子（再任）
☎345-1493

４令和２年１月号　№649

　地域に密着している消防団は、地域防災の要として災害から生命と財産を守り続けてきた歴史と伝統があ
り、住民から深い信頼を得ています。
　消防団の活動は、消火活動をはじめ災害時の援護活動など多岐にわたります。大切なのは『自分たちの地
域は自分たちで守る』という気持ちです。
　地域の安心・安全の守り手として、大衡村消防団への入団をお待ちしています。

　◆入　団　資　格　村内に在住する年齢１８歳以上の方
　　　　　　　　　　健康明朗で消防・防災活動に興味のある方
　◆消防団員の待遇　非常勤特別職の地方公務員となります。
　　　　　　　　　　(1) 報酬等の支給
　　　　　　　　　　(2) 公務災害補償
　　　　　　　　　　(3) 被服等の貸与
　◆問　い　合　わ　せ　先　総務課　☎３４５－５１１１

『地域を守る大衡村消防団員募集！』
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